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令和７年度の気象状況

○令和７年７月の降水量は、東・西日本では記録的に早い梅雨明けとなり、東北日本海側と北陸地方の７月の降水量は、
平年と比べてそれぞれ１３％、８％で、統計を開始した1946年以降の最も少ない記録となった。（図－１）

○令和８年１月の降水量は、西日本日本海側と西日本太平洋側では、月降水量平年比がそれぞれ41%、9%となり、
1946年の統計開始以降の最も少ない記録となった。（図－２）
特に東海、近畿太平洋側、四国、九州南部の12月末からの４週間の地域平均降水量は、過去の同期間と比べて30年に一
度程度の顕著な少雨となった。（図－３）
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図－１ ２０２５年７月の降水量平年比（％）の分布

出典：気象庁

図－２ ２０２６年１月の降水量平年比（％）の分布

図－３ 特に少雨となっている期間※の降水量平年比（％）の分布
※2025年12月26日～2026年1月20日
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30年に一度程度の顕著な少雨
（東海、近畿太平洋側、四国、九州南部）

※出典:気象庁 4



・TEC-FORCE等による排水ポンプ車等を活用した給水（新潟県村上市）

・ダムの底水活用 （鳴子ダム（宮城県大崎市）、御所ダム（岩手県盛岡市）、大渡ダム（高知県仁淀川町）、宇連ダム（愛知県新城市））

鳴子ダム底水放流状況（7/29撮影）

農業用水路への給水状況

大渡ダム底水放流状況（2/2撮影）
・渇水対策容量の活用 （小石原川ダム（福岡県朝倉市））

○令和７年夏渇水※では、特に用水を必要とする出穂期と重なったため、農林水産省と連携した対応を実施
・水利使用者間の調整、ダムの最低水位以下の貯留水（底水）活用（鳴子ダム、御所ダム）
・TEC-FORCE等による災害対策用機械等（排水ポンプ車、散水車等）を活用したかんがい用水の給水 等

○令和７年冬渇水※においても、関係利水者等と連携した対応を実施
・ダムの最低水位以下の貯留水（底水）活用（大渡ダム、宇連ダム）
・小石原川ダムの渇水対策容量の活用（ダム運用開始後初） （筑後川水系）
・他水系からの水の融通（豊川水系） 等
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洪水調節
410万㎥

水道用水
4６0万㎥

不特定用水
１,１７0万㎥

渇水対策
１,８７0万㎥

堆砂
９0万㎥河川水のくみ上げ状況（排水ポンプ車）

筑後川水系の小石原川ダムでは、
運用開始（令和３年）後初となる
渇水対策容量1,870万m3を活用
した渇水調整を実施中
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令和７年度の渇水への対応
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※ここでの令和７年夏渇水と令和7年冬渇水の以下の期間での渇水状況
令和７年夏渇水:国土交通省に「国土交通省渇水対策本部」を設置した令和7年７月30日～令和7年10月5日
令和７年冬渇水:水管理・国土保全局に「渇水情報連絡室」を設置した令和7年12月11日～令和８年７月13日



渇水情報の発信

国土交通省では、全国の渇水状況をとりまとめ、国土交通省ＨＰ「渇水情報総合ポータル」
において情報発信を実施。
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